


















































A study on the trends and issues of students in nursery school 
training schools about the ideal way of the practical training guidance
— A Nursery Practice Ⅱ and Nursery Practice Ⅲ at a Nursery Teacher Training School 
from the comparison of the years of the training destination evaluation —
























2018 年度と 2019 年度の保育実習Ⅱ・Ⅲの配属
は以下の表の通りである（表１）。実習に行った
学生全体の人数に対する保育実習Ⅱと保育実習Ⅲ




































実習先施設数 24 施設 22 施設
表１：2018 年度、2019 年度の保育実習Ⅱ・Ⅲの配属数
表２：保育実習Ⅱの配属施設種別の比較
2018 年度 2019 年度
種別 実習先施設数 実習生人数 実習先施設数 実習生人数
保育所 24（92.3％） 31（93.9％） 26（89.6％） 30（91.0％）
認定こども園 1 （3.9％） 1 （3.1％） 2 （6.9％） 2 （6.0％）
小規模保育園 1 （3.9％） 1 （3.1％） 1 （3.5％） 1 （3.0％）



































生の傾向（2018 年度、2019 年度の比較） 



















種別 実習先施設数 実習生人数 実習先施設数 実習生人数
養護系 ６（25.0%） 10（29.4%） ４（18.2%） ６（22.2%）
障害児系 ５（20.8%） ６（17.6%） ７（31.8%） ７（25.9%）
障害者
（通所）系
５（20.8%） ７（20.6%） ２（9.1%） ３（11.1%）
障害者
（入所）系
８（33.3%） 11（32.4%） ９（40.9%） 11（40.7%）




2018 年度の方が 2019 年度よりも高い項目は、「探
求心」と「協調性」の２つであった。その２項目
以外は全て 2019 年度の方が高い評価となった。ま
た、2018 年度は 2.0 台の項目が２項目あったこと
に対し、2019 年度は 2.0 台の項目は一つもなかった。
総じて 2019 年度の評価は 2018 年度の評価よりも
若干ではあるが改善されていることが分かった。


























































































2018 年度 2019 年度
種別 実習先施設数 実習生人数 実習先施設数 実習生人数
養護系 6（25.0％） 10（29.4％） 4（18.2％） 6（22.2％）
障害児系 5（20.8％） 6（17.6％） 7（31.8％） 7（25.9％）
障害者（通所）系 5（20.8％） 7（20.6％） 2 （9.1％） 3（11.1％）
障害者（入所）系 8（33.3％） 11（32.4％） 9（40.9％） 11（40.7％）






















































































































































































































































































































































































 今回の研究結果から A 保育者養成校の学生
が、実習先からどう見られているのか、強み
と弱みが見えてきた。そこを踏まえた指導方
法が課題となる。また、こうした指導は実習
指導の授業だけでなく、訪問指導時の教員の
指導内容・方法等も含めて検討が必要である。
今後は、教員向けの訪問指導マニュアル等も
作成し、意識の共有が必要になると考えられ
る。 
 
おわりに 
本研究で見えてきた学生の特性・傾向は、
A 保育者養成校だけの学生の特徴なのか、他
大学でも同様の傾向がみられる か検討して
くことが今後の課題である。例えば、実習態
度に関しては、今回の調査結果では、平均 3.7
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八田清果・奥　　恵・浅香　勉・音田忠男：保育者養成校の学生の傾向・課題から検討する実習指導の在り方について
することで異なる結果も見えてくるかもしれない。
それによっては、Ａ保育者養成校の学生への指導
内容だけでなく、実習先の園・施設への学生の特
性・傾向の伝え方も異なってくる。実習指導とい
うのは、学内だけの指導にとどまらず、実習先の
園・施設での指導も重要になる。そうした意味で、
実習先の園・施設といかに連携し、協力して指導
に当たるかが、学生にとって、実習への満足度や
充実度にもつながる可能性がある。その初めの一
歩として、本研究で示された学生の特性・傾向の
把握は、実習指導の上でも重要になると考えられ
る。
※本論は、日本保育学会第 73 回大会におけるポ
スター発表に加筆したものである。
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